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要 旨
本稿は、更生保護施設の質的調査を行い、元「非行少年」５人の「語り」をもとに、社会的自立に
必要なリテラシーについての考察を行ったものである。不安定な生活と貧困の生活から「逃げ」と
「遊び」の生活に陥った結果、非行や犯罪行為をした彼らが、自己回復を果たすまでのライフヒスト
リーである。そこで得られた知見は、読み書き能力やコミュニケーション能力という主要なリテラ
シーは単独で機能するものではなく、自律的な生活をする力や将来設計力との関係の中で機能するも
のであるということである。
１．問題の所在
1.1．研究目的とその背景
学校現場では、全国学力テストが「低学力克
服」の名の下、全県的に取り組まれ、熾烈なラン
キング競争が繰り広げられている。
しかし一方、学力調査の対象にすらならない子
どもたちがいる。早期に学校を離脱してしまう子
どもたちの存在である。2012年度、中学校の不登
校率は2.65％であり、およそ40人学級に１人であ
る。また、高校の中途退学率は、1.7％であるが、
これは、一年間に中退する割合であり、高校生活
３年間卒業するまでにはこの３倍、定時制ではそ
の４倍となる。すなわち小学校に入学した一学級
40人のうち２〜３人の子どもが高校卒業までに至
らず、中途で学校離脱をしていることになる。定
時制・単位制高校に不登校経験者が多く在籍する
事実と、定時制・単位制の中退率が11.4％と平均
の10倍近くあることを考え合わせると、不登校と
高校中退の連続性をも示唆している。我が国の15
歳以上の識字率は99.8％と公表されているが、そ
の数値とはほど遠い実態と言えるのではないだろ
うか。
かねてから学力と社会階層の関係について、苅
谷（2001、2004）や志水ら（2004）の研究がある
が、早期に学校を離脱した子どもの実態をリテラ
シーの視点から調査した研究は、管見するところ
見当たらない。また、「引きこもり型」不登校で
はなく「遊び・非行型」不登校に焦点を当てた、
当事者の視点にたった研究は少ない。
そこで、本研究では、不登校や中退によって学
校を離脱した子どもたちの実態をリテラシーの概
念に着目して質的調査を行う。非行少年を更生す
るための民間施設の当事者の語りを中心に、ま
ず、学校を離脱した状況を明らかにし、次に、さ
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まざまな福祉・更生施設を経てきたプロセスを追
うことで、社会的自立１ に必要なリテラシーの要
素を抽出し、構造的に考察する。こうして得られ
た知見は、学校等の公的機関の在り方、困難を抱
える子どもたちに対する支援の在り方を示唆する
であろう。
1.2．分析枠組みと研究方法
「リテラシー」の概念については、1960年代か
ら教育と開発の関係が重視されるようになり、識
字の概念は単純識字から機能的識字に移行した。
上杉（2003）によれば機能的識字の概念が広がり
を持ち、成人基礎教育との重なりが出てきている
と指摘し、識字をベースにしつつ、生活に必要な
知識として衣食住から育児家事の知識等を含めて
提示している。
岩槻（2006）は、機能的識字の中でも、パウ
ロ・フレイレの「批判的リテラシー」の新しい系
譜として、家族や地域社会、職場や宗教組織等の
学校外の社会集団で使用される多様なリテラシー
のひとつとしてバートンの「ローカルリテラ
シー」という考え方（Barton et al., 1998）に注目
する。生活状況・生活場面等の文脈ごとにリテラ
シーのありようは異なり、個々人がそれぞれに日
常語のリテラシー実践を行っているというもので
ある。その考えにもとづけば、個別の文脈を無視
して、一定の水準を定めて一律にリテラシーの有
無や程度を「能力」として測定するような調査は
意味がないものとされる。
本調査においても、日常生活に埋め込まれた
ローカルリテラシーの実態を、その欠落と獲得の
プロセスとして把握していくことを試みる。そこ
で、研究方法としてエスノグラフィーおよびイン
タビュー調査を行う２。
本稿における調査対象は、Ｆ県にある NPO 法
人Ｔ塾という更生保護施設である３。非行少年の
受け入れをしている施設は全国的にも数少なく、
当事者の「語り」が得られる貴重な施設である。
インタビュー対象は、当施設に入所している５人
である。16〜20歳の彼らは、少年犯罪または非行
行為によって保護観察所から当施設に来ている。
彼らが学校を離脱した子どもたちの典型とは決し
て言えないが、もっとも困難を抱える子ども・若
者の一面を浮き彫りにできると考える。
調査方法は、インタビューの際に訪れたときも
含めて、合計10回、作業をともに行ったりしなが
ら入所者の参与観察を行った。インタビューは、
ひとり一時間程度の半構造化インタビューであ
る。
なお、当事者の社会的自立についての認識はリ
テラシーと密接に関わってくるため、インタ
ビューにおいても、限定することなく多面的な側
面から質問を行った４。
対象者５人のインタビュー内容は、これまでの
ライフヒストリーである。「語り」である以上、
本人の記憶は主観的なものであり、客観的な事実
とは違っている場合もある。また、「語りたくな
いことは語らなくてもいい」と最初に断わってお
り、「語らないこと」にその重みが含まれている
こともある。調査者である筆者は、彼らの「語
り」を通して、彼らの「主観」に寄り添いつつ、
「主観」の奥にある内的世界の「伝えたいもの」
と「伝えたくないもの」の意味を読み取る作業を
通しながら、分析を進めることとする。なお、彼
らの心情により深く肉薄するために、彼らと関わ
る４名の支援スタッフおよび当施設の理事長であ
るＫからのインタビュー内容も加味する。
年齢 性別 Ｔ塾に入所の経緯 Ｔ塾での現在
Ａ 16歳 男 保護観察所から
通信制高校
飲食店でバイト
Ｂ 20歳 男
児童養護施設、二度
の少年院、保護観察
所から高校中退
建設業でバイト
車の免許
Ｃ 18歳 男
児童養護施設、児童
自立支援施設、少年
院、保護観察所から
高校卒業認定資格、
車の免許、危険物取
扱資格他
ガソリンスタンドで
バイト
Ｄ 16歳 男
保護観察処分、親か
らの相談
通信制高校
飲食店でバイト
Ｅ 18歳 女
二度の少年院、保護
観察所から
高校卒業認定資格受
験中
スーパーでバイト
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前頁の表は、５人のプロフィールである。
２．リテラシーの欠落と獲得のストーリー
2.1．学校を離脱した状況
岩田（2008）は、非行少年の家族分析を通し
て、「家族が壊れている家庭の子どもたちは教育
過程の不利だけにとどまらずその後の進路におい
ても「どこにもつながっていない」ことからくる
不安定さによって、彼らの人生が一気に落ちてし
まう可能性」を指摘している。
以下、５人の不安定さを見ていきたい。
現在16歳のＡは、中３のときの犯罪行為により
保護観察処分となったが、生活が落ち着かず、職
業訓練校の先生に紹介されてＴ塾に来た。Ａが語
る家庭の状況は、以下のような語りである。（＊
および＊＊は、インタビュアーである。）
Ａ：その、おれ、もう親父が違ったんですよ。
そっから違う親父とオカンが結婚して、で、
一緒おっとって、小学校４年生くらいで一回
離婚して、Ｏ（地名）の方にいったんです
よ。そっから、また再婚して、その今の、そ
んときの親父と。弟とかもおったんで。そっ
からまたずっと、Ｒ（地名）っていうとこに
住んでますね。
＊：ちょっと待ってよ、ついていけなかったんだ
けど（笑）。
小４で離婚したのは、また違うお父さん？
違うお父さんっていうのは変だけど、Ａ君を
産んだ…
Ａ：５歳くらいのときに、血つながってない親父
とオカンが結婚して、小学校４年生までずっ
と一緒やったんですよ。で、小学校４年生に
別れて、小学校５年生の夏休みにまた同じ…
その離婚した親父と再婚したんですよ。で、
それで今もずっとおるっすね。
Ａには、物心着いた時から父親がいない。５歳
の頃に母親が再婚するが小４の時に離婚、そして
同じ相手と一年後の小５の時に再婚したというこ
とだ。義父とＡとの関係は、あまりうまくいかな
かったようである。
＊：じゃあ、生活けっこうしんどかったんじゃな
い？
Ａ：まあ、しんどかったっちゃー、しんどかった
ですね。でもやっぱ俺、家にも帰りような
かったからですね。
＊：帰らなかったの？
Ａ：あんま帰りようなかったですね。ずっと遊び
ほうけて、で、ヒマなったら家帰ってとか。
たまに着替えに帰ってとか。
＊：それはどれくらいのときから？
Ａ：中２くらい。中１んときに一回家出したんで
すよ。いとこん家。家出みたいな感じ。
＊：小学校の頃はお義父さんともよくしゃべった
りした？
Ａ：そうっすね。でも、小学校のときは小学校の
ときで、親父がちょっとうるさかったんです
よ。すぐ怒ってきたりとか。中学校なってか
らあんまり怒ってこんやったけど、おれがひ
ちゃかちゃしだして、親父がまたキレだした
けど、それでもおれきかんよったき、もう親
父が知らんこいつ、みたいになって。で俺
も、は？お前に知られても意味ないやろみた
いな。
＊：そしたら家にもあんまり？
Ａ：もう目の前通りすがるだけとか。目あっても
何も言わんみたいな。
母については、あまり語られず、次のように
語っているだけである。
＊：お母さん厳しかった？
Ａ：いや、お母さん厳しいつうか、そんときの気
分しだいですね。機嫌が悪かったら当たって
くるけど、機嫌がよかったら、そげん、なん
も言ってこんとか。
Ａが学校に行かなくなり、問題行動を起こすよ
うになるのは、中学校に入ってからだ。学校にも
行かなくなり、家出を繰り返し、バイク仲間と遊
び、犯罪に走ってしまう。こういう行動によっ
て、義父との関係はますます悪化する。離婚再婚
が非行の原因であるとは語ってはいない。しか
し、記憶にはないはずの実父への思慕はずっと
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あったと思われる。最近会いに行ったと言う。
＊：実際のお父さんは会ったことも、覚えてな
いって感じ？
Ａ：覚えてなかったんですけど、ここ来る１ヶ月
前くらいに一回会いにいったんですよ。オカ
ンとかに内緒で。
＊：自分で？
Ａ：はい。ラーメン屋しよるちゅーったんで、○
○の。
＊：それはどっから聞いたの？
Ａ：結構、色々。オカンの、幼稚園一応いきよっ
たきー、幼稚園の友達のお母さんとか、あと
オレのいとこの親とかから聞きまくって、
で、会ったっすね。
＊：へ〜。どんな反応だった？
Ａ：いや、Ａか、みたいな（笑）
＊：（笑）自分はどう思ったん？そのとき。
Ａ：いやー、おれ、そんとき、もう暮らそう思っ
ちょったんですよ。
＊：そのお父さんと？
Ａ：そのお父さん暮らそうと思っとったんです
よ。で、ばーって入って、店長おるっす
か？って言ったら、私ですみたいな言って、
「覚えとる？誰か分かる？」って言ったんす
よ。そしたら、「おー、Ａか」みたいな。「お
前何しよん？」ってなって。そっから普通に
「お前、元気しとったんか？」って言われて、
そっから、なんかイライラがなくなっとった
んですよ。そっから話したくらいですね。
実父と暮らすことはかなわなかったが、会うこ
とで落ち着いたと見られる。
次に、Ｂについて述べたい。Ｂは、母子家庭で
あり、経済事情からで私立の学校を合格していた
が入学を諦めざるを得なかった。
Ｂ：はい、結局。受験して、私立の中学受かった
んですけど、うち母子家庭だったんで、学費
とかかかるじゃないですか。だからいいやと
思って。
＊：でも私立には受かってはったんですね。
Ｂ：受かったんですけども、自分どっちかってい
うとサッカーの方に力いれたくて、まあ部活
動のサッカーってやっぱ、あんまり本気で打
ち込める環境ではないんで。クラブチームの
方がやっぱりがっつりサッカー出来たんで。
それでそっちに行くために。クラブチームの
方も金かかるんで。クラブの方に行くために
あれはしました。私立中学入学は断念しまし
たね。
Ｂ自身は、語っていないが、スタッフの話によ
ると、小学校のときに離婚して母子家庭。経済的
にも厳しく、母親との関係はあまり良くなかった
という。Ｔ塾に来る経緯の中でもそのことを示唆
している。
Ｂ：ぼく少年院いまして、んで、その少年院、２
回目だったんですけど、１回目の少年院出た
時にやっぱりもう、親が次あんたが行ったら
知らんけんねみたいな。でも別に自分も。は
い、それは重々承知でもう２回目の少年院
入って。で、まあ別に親とはもう手紙とかは
しょっちゅうしてて。面会とかも来てたんで
すけど。あんまり地元には帰したくないみた
いな感じで。親が結局引き取る姿勢がなく
て。それで、まあこういう少年院出た後に、
引き受け先ってあるじゃないですか？引き受
け先を、数を、一番施設数の多いＦ（地名）
を探して、その時ここに。
Ｂは、中学校の時に養護施設に行く。その後バ
イトをしながら公立高校に行くが、すぐに中退。
その後、少年院に二度行くこととなる。
Ｂ：そうですね。15の時から基本的には、15の時
にはトビしてたんですよ。トビしてたんで別
に。
＊：中学校は卒業してたってことですか？
Ｂ：はい。中学校卒業して、一回公立高校行った
んですけど。ま、すぐ中退して。
＊：高校行ってたんですか？
Ｂ：はい。すぐ中退して、住み込みで仕事して。
トビの仕事して。そっからまた１回目の少年
院入って。１回目の少年院出て、夜の仕事し
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て。少年院入って、ここに来て、さっき行っ
てた建設業行って。
Ｂ：自分そん時中学校は養護施設にいたんで。ま
あ高校の学費と、月お小遣い4,000円とか出
るんですけど。食費とか無料ですし、寮費と
かなんもかからないんですけど、それでも
やっぱ気持ちの面で結構厳しいですね。バイ
トしたくて。自分Ｙ（地名）ていうところ、
温泉が有名だったんで、温泉、まあ旅館が
あって、そこでバイトしてたんですよ。時給
680円くらいで。
＊：それは夜？
Ｂ：夜ですね。
＊：どんなあれですか？
Ｂ：最初は自分は２件くらいかけもちしてて。ま
ずその10時くらいまで普通に旅館の、料亭の
ウェイターじゃないですけど、オーダー取っ
て、料理持ってって。それで調理補助とか。
おにぎりとかケースに入れたりとかにぎった
りとか、ふりかけかけたりとか。
＊：それは高校行きながら？
Ｂ：高校行きながらです。それが終わったら、温
泉がだいたい11時までのとことかあるんです
よ。そういうとこ温泉終わったあと風呂掃除
があるんですよ。そういうの１回2,000円と
か。結構いいバイトになるんで。１時間くら
いかけて。全部磨いて。
＊：それで何時になります？
Ｂ：それでだいたい12時。帰ってくるのがもう12
時半くらい。チャリでダッシュで帰って12時
半。寝るのが１時くらい。朝寝坊して、４時
間目くらいから行って。停学なんか知るか、
みたいな。
Ｃは、中学から児童養護施設、児童自立支援施
設、少年院という生活を送る。きっかけは、家出
してお金に困り、犯罪行為に走った。Ｃは群れて
遊ぶというより、ほとんど単独だ。
＊：そうなんだ。もし、差支えなかったら少年院
に入ったきっかけは。
Ｃ：まあ、××と△△（罪名）です。
＊：なんか自分の中で、むしゃくしゃしてたと
か、誘われたとか、あるのかな。
Ｃ：いや、そういうのではなく、ただ単に逃げて
たから。
＊：逃げてた？何から？
Ｃ：やなことから。
Ｃの言う「やなこと」というのは、父と姉から
の暴力だと言う。Ｃは、母のいない３人家族だ。
小学校高学年から、父親のしつけに従わないと、
暴力を受けていたと語る。詳しい語りは省略する
が、Ｃは、小学校の時から自分が家族にどのよう
に扱われていたかを私たちの前でかなり詳細に
淡々と語ってくれた。
＊：お父さんはあまり好きじゃなかった？
Ｃ：……。
＊：暴力ふるった？
Ｃ：はい。……
Ｃ：姉ちゃんからも暴力受けてました。
＊：小学校のときからあったの？
Ｃ：小５くらいかな。
＊：中２で養護施設に行くようになったのは、ま
た違うきっかけ？
Ｃ：中学になってから10回くらい家出をしてるん
ですよ。
＊：どこへ行ってたの？
Ａ：山口県内、福岡、神戸、名古屋、東京。
小学校高学年から家出を繰り返し、中２から児
童養護施設、中３で児童自立支援施設に移る。そ
こで脱走し、次は少年院に行く。虐待があったか
ら施設で保護されていたのかもしれないが、本人
は、そのようには理解していない。
＊：誰にも助けを求めたことはなかった？
Ｃ：いや、学校の先生に助けを求めたりしまし
た。
＊：先生は、味方になってくれた？
Ｃ：いや、親を呼んで、一緒に話して終わりで
す。
＊：呼んで話して解決するような問題じゃないの
にね。
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Ｃ：ないですね。
この時の状況をこうも語っている。
＊：殴られたときにアザができたら学校の先生に
わかるでしょ。
Ｃ：気づいてましたよ。小６のとき、アザでき
て、家の付近の店で座ってたら、近所の人に
警察に通報されて、学校の先生にもアザ見ら
れて、親を呼んで、またそれも話し合いで終
わったですけど。
＊：学校の先生が親にこんなことをしないでくだ
さい、って言うの？
Ｃ：終わったら、ぶん殴られてました。
その時以来、固く口を閉ざしていく。
＊：（児童相談所の人は）親の虐待についてはあ
まり知らない？
Ｃ：たぶん知らないと思います。
＊：親から虐待されている場合は、施設で守って
もらう権利があるから。きっとそのときは相
談にのってくれるおとながいなかったんや
ね。中学の先生は？
Ｃ：おれが正直に言ってなかったから、知らな
かったと思いますよ。
＊：なんで家出するんかは、聞いてくれなかっ
た？
Ｃ：聞いてくれましたよ。
＊：なんて答えた？
Ｃ：確か、「癖になってるから」とか。
＊：そういうことしか言わなかった？学校休むこ
とも多かった？
Ｃ：そうですね。
父に対する怒りは、おとな全般への不信感と
なっていった。
Ｄは、少年院には行ってないが、中３以降、保
護観察処分になり、母親の相談から、Ｔ塾に来た
子である。きっかけについて、本人は、次のよう
に語る。
＊＊：いきなりですけど、ここに入ったきっかけ
とかは？
Ｄ：入ったきっかけですか？は、その、あれっす
ね。家の、その、自分が暴れよったんです
よ。家で。それで、親が連絡して、きたっす
ね。
＊＊：そのとき、今から考えると、なんで暴れた
とかっていうふうに（考えてる？）
Ｄ：それは、働きもせんで、学校もいかんで、遊
びたいだけ遊びよって。そしたら金なくなる
じゃないですか。やきー、それで、親に金や
れ、みたいな。それで暴れよったっすね。
それまでは小学校から野球少年で、中学校でも
野球部で活躍し、私立高校にも合格していたが中
退。なぜ突然、卒業を目前に遊ぶようになったの
かについては、本人は「ただ部活が暇になったか
ら」と言うが、時期を同じく両親が離婚、その後
間もなく父親が病死している。
＊＊：あの、ちょっと、家は経済的には苦しかっ
たとか、苦しくなかったとかある？
Ｄ：苦しかったっすね、普通に。
＊＊：小さい頃から？
Ｄ：小さい頃はそげんなかったんすけど、親が離
婚したんですよ。
＊：何年生のとき？
Ｄ：中３っすね。中３の夏にお父さんが出ていっ
て、高１の時に亡くなったんっすよ。
＊＊：どういうふうに亡くなったの？
Ｄ：その、やっぱり身体が弱かったんっすよ。こ
こら辺の（胸をなでる）。
＊：病気で亡くなったの？
Ｄ：はい。血が噴き出すみたいな。
＊＊：なるほどね。そのとき、離婚するって知っ
たときはどういう気持ちだった？
Ｄ：は、もうとにかくイライラしたっすね。離婚
届の紙、ちょうど見たんっすよ。隠しちょう
とき。それで、イライラしたっす。
＊：お父さんのことは、好きだった？
Ｄ：はい。よう会いに行きよったっすね。入院し
たときも、行きよったっす。
＊：そっか、そしたらショックやんね。
Ｄ：はい。
＊＊：いきなり聞かされたの？離婚の話は。
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Ｄ：いや、聞かされたっていうか、いきなりお父
さんが家、出て行ったんすよ。で、それでな
んで？みたいな。
Ｄ自身は、この出来事と自身の非行を結び付け
ていない。きっぱり否定している。親の責任にし
たくないのかもしれない。
＊：でもなんか、中３の三学期くらいから高１に
かけて学校いかなくなったって言ったから、
やっぱりお父さんのことっていうのは気持ち
のなかでつながっているのかな？
Ｄ：いや、それは。
＊：やる気をなくしたとか。
Ｄ：いや、それはないっすね。
＊：それは関係ない？自分のなかでは関係ない？
Ｄ：はい。
Ｅは、Ｔ塾では数少ない女子の１人である。少
年院を出所して、Ｔ塾に来た。少年院には２回
行っている。Ｅは、小学校から自分が「悪さばっ
かり」して遊んでいたと語る。
＊：小学校のときから悪さしてた。
Ｅ：いや、とりあえず、遊びに行くお金、ちょっ
と親の財布からちょっと取って遊びに（笑）
＊：小学校何年ぐらいから？
Ｅ：小学校、もうふつうに低学年とかから。遊び
に行くお金（笑）
＊：何？ゲーセンとか行ってたの？
Ｅ：えっと、小……しぃー４、５、６ぐらいから
は、ＨとかＴとか（繁華街の地名）に遊びに
行きますね。
そのことで、父親から手をあげて怒られてい
る。でも、それは自分が悪いからで、「虐待」で
はないと、親を弁護する。
Ｅ：自分の家、けっこう勘違いされるんですよ
ね。自分ん家、虐待じゃないのに、親がすぐ
手あげるつうか、口が少ないけん、その分手
あげる親って多いじゃないですか。けど、自
分、昔からそれで育っとるし、しかも親が離
婚するんですよ、小５のとき、あっ違う、５
歳のときに。
＊：５歳ね。
Ｅ：５歳のときに。ごめんなさい。５歳のときに
離婚しとるけぇ、なんか勘違いされるんです
けど、でも今実際仲いいですもんね、自分。
けっこうお父さんだけは、一番信頼してます
もんね。
＊：手あげるのは、お父さん？
Ｅ：手あげないです、もう。もう手あげてないで
す。
＊：今まではあげられたこともあった？
Ｅ：そうです。その手をあげる度合いがたぶん、
激しかったけんやと思いますよ。
＊：口で言うよりも、手で言ったほうが早いみた
いなもう。
Ｅ：しかも自分もけっこう、負けず嫌いやけぇ、
言い返したりするんですよ。だから、それに
無性に腹たちますもんね（笑）。言われまし
たもん、自分、打たれ強いって、親から
（笑）
父親の話は嬉しそうに語り、自分の趣味は父か
ら教えてもらったものだと強調する。
＊＊：いつから、バイクは好きなの？乗り物って
いうか。
Ｅ：小学校のときから。お父さんが、バイク乗り
よるけぇ、後ろ乗せてもらってました、よ
く、ケツに……アメリカン（バイクの種類）
やったんですよ、お父さん、ハーレーみたい
な。かっこいいんですよね、まじで。
＊＊：かっこいいねぇ。
＊：へー、お父さんは大好きなん？
Ｅ：うん。はい。
＊：ずっと？
Ｅ：自分、お父さんの趣味といっしょなんです。
お父さん打楽器好きなんですよ。で、ドラム
もしよったんですよ、昔。ギターもしとった
んですよね。自分もしてましたもんね。親の
借りて、勝手に。全然ダメですけど（笑）
かっこいいんですよ、まじで……
Ｔ塾に来たのも父親がＫさんの講演会に行って
勧めてくれたからだと言い、塾長のＫさんは父親
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に似ているとも語る。
Ｅ：大事なことだけ、はっきり伝えてくれるじゃ
ないですか。自分の親もそんな感じなんです
よ。だけん、なんか、けっこう相談とかして
るんですよ。Ｋさんに対して。けっこう、自
分あれなんですよね、Ｋさ〜んとかって言っ
て、そんな感じなんですよ……あと、なんか
わかってくれますね。話が伝わります、けっ
こう。
そんな大好きな父親だが、５歳の時に母親と離
婚。母親が出ていく。父は、Ｅが小４の時に再婚
する。Ｅが遊び始めたときと、時期的にはやはり
符合する。再婚相手の前にも付き合っていた別の
女性がいたこともＥは知っていた。話の内容から
察するに、父親が他の女性と付き合い、家を空け
ることが増えるが、あくまで父親との思い出は肯
定的に語る。
＊：（笑）じゃあ再婚するって聞いたとき、すご
く嫌だった？
Ｅ：……いや、あ、どうでもよかった、どうでも
よかったつったら、あれやけど。あれです
ね、お母さんができることのほうが、なんか
意外やったですね。
＊：あー意外。
Ｅ：（家に）おらんかったけん、ずっと。あんま
り親といっしょにおることなかったんです
よ。
（略）
＊：結婚するよって。どんな気持ちだった？
Ｅ：あれぇ？みたいな。
＊＊：（笑）前もって会ってたりしてたの？その、
Ａ：いや、会ったことあるんですよ。前、って
か、お父さん、その前にも女おったんです
よ。
（略）
Ａ：いや、お父さん、まだ若かったんですよ。29
か28ぐらいやったんですよ、自分がそのと
き。あ、お父さんが。に、めっちゃ10代っぽ
い人と付き合っとって。かわいいんですよ、
しかもその子が。お父さん、かっこいいけん
か、わからんけど。意外とかっこいいんです
よね、お父さん（笑）もてるんですよぉ。そ
れで。そしたら、別れとって。
Ｅは、この後、中２のときに児童自立支援施設
に行く話が出るが、離別した実の母親が東京に住
んでいて、Ｅを引き取ることになる。しかし、実
母ともうまくいかなかった。
Ｅ：ママと、５歳のときに別れて10年後にまた
いっしょに住んでる形で、なんか、５歳児扱
いされるのが好かんかったんですよ、ほんと
に。
＊：ああー
Ｅ：遊びに行こうとしたら、危ないとか言い出す
んですよ。でも、今まで自分で、一人でぶら
ぶら危ないとこ歩きよったのに何なん？って
なって、合わんくなって、けんかばっかし
よったんですよ、ママと。それで、なんかも
う嫌になって帰らんかったです。
その後すぐ、山口にいる母方の親戚に預けられ
る。しかし、そこでもうまくいかず、いったん東
京に戻った後、故郷に戻ることとなる。その５か
月後に少年院に入り、中３で二度目の少年院生活
を送る。ほとんど自宅には戻らないまま、現在の
Ｔ塾に来たということになる。
このように、５人の状況は様々であるが、不安
定な家族の状況に陥り、そこから「逃げ」るため
に「遊び」始める。最初は、親や周囲のおとなに
わかってほしいというサインであったかもしれな
いが、「遊び」は非行となり、さらに触法行為に
なり、繰り返すことによって、家族関係は悪化
し、親との距離はますます離れてしまう。彼らに
とって、親は「頼れない存在」となり、ロールモ
デルの欠落したまま、自己の将来像を見失う。
2.2．通過点としての福祉・更生施設
彼らが学校に行かなくなった時期は、中学校が
ほとんどだ。彼らが、家庭から「逃げ」、「遊び」
始めた時期である。学校は、彼らのそうした問題
行動に対して、ほとんどなんら手を打つことがで
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きず、学校に取り込むこともできず、彼らの身
は、警察や児童相談所や家庭裁判所を介して、次
の施設にゆだねられた。
たとえば、Ａは、中２までは登校しているが、
授業にはほとんど参加していない。中３からは学
校にも行かなくなる。
＊：小学校の頃は勉強分かってた？
Ａ：勉強は分かってましたね。一応。中１なって
から、なんか調子乗り出したんすよ（笑）。
＊：調子乗ったっていうのは、暴れたりとか？
Ａ：まあ、そうっすね。図にのって暴れ出したり
とか。
成績については下記のように述べる。
＊：成績とかはどうだったん？まず小学校は。
Ａ：小学校はまあまあ普通っすね。いたって。
＊：で、中学校になったら…
Ａ：もう全部オール１っすね（笑）。
＊：１学期から？
Ａ：中１から…、最初はまじめにしよって、やっ
たけど、授業もテキトーにしまくりよった
けー、全部オール１やったっすね。中３の最
後ら辺が２とか３があっただけで、あとはほ
とんどオール１っすね。
そんな生活の中で高校受験も考えたことはな
かったと言う。
＊：高校行こうとかは？
Ａ：高校とか全然思わなかったっすね、やっぱ。
＊：行くつもりなかった？
Ａ：はい。捕まってから気づいたけど、もう遅
かったきーっすね。
＊：行った方がいいなって気づいたってこと？
＊：高校は受けなかった？
Ａ：受けなかったっすね。今はまた、10月から行
きよるんですけど。
Ｔ塾に来る少し前に、Ａは職業訓練に行ってい
た。しかし、あまり長くは続かなかったのは、そ
こでの勉強もついていけなかったことが原因のよ
うだ。しかし、Ｔ塾に来てから、通信制高校に行
き始める。
Ａは、Ｔ塾では「遊び」の生活から一転、バイ
トをし、まじめに毎日働く生活スタイルへと切り
替えている。見事な変貌と言うほかはない。通信
制高校にも入学し、勉強を始めた。
＊：高校にまた行き出したのはなんで？10月に受
けたきっかけとか。
Ａ：いやー、それはまあ。やっぱりないよりある
方がいいやないですか。高卒とか。
＊：はいはい。
Ａ：やし、やっぱ、なんもせんよりマシやないっ
すか。やけー、ここ（Ｔ塾）おっとって、
ずっと、ただバイトだけっていうのも、あれ
やけー、なんもせんよりかはした方がいいか
なと思って。
＊：誰かに勧められた？高校進学。
Ａ：いや、別に勧められてはないっすね。
＊：聞いたりした？高校いってる子たちに。
Ａ：聞いてもないっすね。
＊：当面、いまの目標ってある？
Ａ：今の目標っすか？
＊：これだけお金貯めたいとか。
Ａ：まあ、とりあえず自分でやっていきたいっす
ね。
＊：生活を…？
Ａ：これから。またここ卒業したとしても。前み
たいに遊びほうけるんじゃなくて。
＊：うんうん。ここにきてさ、Ｔ塾で良かったっ
て思えることある？
Ａ：だいぶあるっすね。やっぱ自分が変わったっ
ていうのも自覚しとうし。最初とか早う出れ
たらいいやとかやったけど、今から、これか
らどうするかとかも、なんか自分で考えるよ
うになったなと思うし、やっぱ。自分で変わ
れたっていう自覚がもてるっすね、やっぱ。
Ａにとっても、Ｋの存在が大きいようだ。
Ａ：面接があるんやけど、みたいな。元暴走族の
総長って言われて、で、まじめんどくせーと
か思いよって、で出てきて、はよー終らんや
ろうかみたいな感じやったんすよ。でもやっ
ぱ今は違うっすね。…絶対あれしろ、これし
ろとか言ってこないやないっすか。自分の考
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えもっとったら、それ言ったら分かってくれ
るやないですか、Ｋさんやったら。やっぱ親
とかやったら、あんたこうしてもどうせ続か
んやろとか言って、頭ごなしにそう言われる
やないですか。Ｋさんとかやったら、こうし
たいんですけどねーみたいに言ったら、
あー、じゃあそうするように言っちゃるし、
失敗したらもう一回やり直したらいいやない
かみたいな感じで言われるきー。挑戦させて
くれるんですよね。
＊：はいはいはい。今まではそんなことあんまり
なかった？周りの大人とか。
Ａ：そうっすね。周りの大人っつーか、大人自体
があんまり好きやなかったんで。ただうる
せーだけみたいな感じやったんで（笑）。
しかし、アルバイトに追われる生活の中で、な
かなか勉強する余裕はない。だが、単車の免許を
取りたいと語る。
Ａ：勉強の本買ったけど、勉強、全然してないっ
すね（笑）。時間がないんすよ。
＊：そっか、週６でバイトしてるもんね。
Ａ：はい。たまにちょくちょく目通すくらいで、
勉強っていう勉強はしないっすね。やけー、
もう、勘でいこうかなみたいな。とりあえ
ず。まあ、乗りよったけー、別に乗る分に
は、不便やないしみたいな。
勉強してこなかったことで、今の生活で困るこ
とはないかと尋ねたが、日常生活でそう困ってい
る感覚はないようだ。
Ａ：うーーん。なんか漢字はっすね、なんか知ら
んけど、覚えとったんですよ。勝手に。本と
か読んだりしよったけー、たまに。勝手に覚
えちょーっすよ。
＊：どういう本読むの？
Ａ：読むときは、基本マンガやけど、気が向いた
ら小説読んだりとか。
＊：パソコンとかはよく使う？
Ａ：いや、あんま使う…使うっちゃー使いよった
けど、今は全然つかってないっすね。
＊：仕事では使わないの？
Ａ：使わないっすね。ずっと料理つくるくらいな
んで。
＊：あと、アンケートにも書いてあったけど、割
引計算が分からないとかはある？
Ａ：うん、分からないですね（笑）とりあえず値
段みて安かったら買うみたな感じっすね。
Ａは週一回学校に通い、その課題レポートをこ
なしながら、正社員になることを目標にバイトの
仕事には励んでいる。
Ｂは、入学はしなかったものの私立中学校に合
格していたというＢにとって、基礎学力はあった
と思われるが、その後、荒れていたという公立中
学校ではやはり遅刻や欠席が増え、ほとんど授業
は受けなくなる。高校もすぐやめてしまうため、
勉強したのは、その後少年院のわずかな期間だけ
である。
Ｔ塾に来てからは、ずっとトビの仕事（建築
業）をしているという。今は、自動車学校で免許
をとる勉強をしている。心境の変化について尋ね
てみた。
＊：何が変わったっていう風に思われます？一
番。
Ｂ：なんか改めて言われると難しいですね。どう
なんすかね。まだ、後々になったらたぶん変
わったんかなって客観的に自分を見れる、今
の自分なんで、ちょっと難しいです。
＊：よかったなっていうことでもいいですけど。
Ｂ：よかった…ま、やっぱ仕事と遊びちゃんと、
なんて言うんですかね、区別つけられるよう
になったとかはありますね。若いころって、
地元だったら友だちも常にすぐ、バイクで
ちょっと行けばいる距離じゃないですか。だ
から仕事終わったら遊び行って、夜中帰っ
て、次の日寝坊して、たたき起こされて、い
かなんとか、もう寝ぼけたまま仕事して。遅
いって怒られて。の繰り返しだったんで。
こっち来て、まあ基本ずーっと仕事。寝泊
り、もう寝るか仕事ってずーっとして、で、
たまに２か月に一回とか３か月に１回地元
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帰った時にちょろっと遊んだりして。そうい
う意味ではメリハリというか。
Ｔ塾での生活は自分を律しなければならないの
で、その点は他の施設以上に厳しい面もあるだろ
う。しかし、Ｂの変化にはＫの存在が大きいよう
だ。次のように語っている。
Ｂ：こっちの方が自分との闘いっていう意味でキ
ツイかな。と思います。こんなこと人の前で
言ったら恥ずかしいですけど。他の塾生の前
では言えないですよ。（笑）
Ｂ：Ｋさんにしても、その他のスタッフにしても
ずっとまじめに生きてきた人たちじゃない
じゃないですか。だからこそ自分たちの心境
をわかってくれたりとか。自分たちの立場で
言ってくれるし。甘えちゃいかんとこは甘え
ちゃいかんって言ってくれるし。Ｋさんも例
えば人脈作りのために自分たちいい就職先、
面倒見ようと思えばみてくれると思うんです
けど。そういうのは絶対にしないというか。
出来るなら自分で仕事探して自分でしろと
か。なんて言うんですかね。自分たちが求め
てるものっていうのは自分たちがすべきこと
とかわかって言ってくれてると思うんです
よ。自分たちの立場になって。その点が違う
かなと思うんすけどね。学校とかの先生たち
は優しい先生は甘やかす先生だったり、高校
の時オレの先生は毎日マック連れてってくれ
てたんですけど。うるさく言う先生は何も知
らんくせにわーわーわーわー言ったり。そこ
の違いとは思うんですけどね。
＊：ご本人の体験自体をいろいろ聞けたら、全然
違いますね。
Ｂ：男として憧れもありますけどね。ヤンキーし
とったらやくざに落ちるのも簡単じゃないで
すか。簡単になれるんですよ。全然。自分
だってスカウトとか来たことありますし。で
もそれでやっぱりチンピラをかっこいいと思
わない。むしろＫさんみたいな生き方の方が
かっこいいと思うし。マイナスから這い上が
る。ゼロから食べるのよりそっちの方が大変
と思うんですよ。そこはやっぱり根性という
か尊敬しますし。やっぱりついていきたいと
思いますし。そういう風に。
Ｃは、家族からの暴力から逃げていたため、小
学校高学年から学校にも登校していないが、養護
施設、児童養護施設当時は学校での授業を受け、
少年院でも勉学に励んだのか、多くの資格を取得
している。
＊：少年院でよかったことは、あんまりないです
か。
Ｃ：いろいろ資格がとれたことです。
＊：どんな資格がとれたの？
Ｃ：漢検と。
＊：漢検は何級？
Ｃ：漢検二級です。
＊：二級は、むっちゃ難しいよ。
Ｃ：いや、楽勝です。
＊：すごい。知り合いと準二級の試験を一緒にし
てたけど、むっちゃ難しかったです。すごい
ですね。ほかにはある？
Ｃ：あと、ワープロ。三級。
その後、高校卒業認定試験に合格し、Ｔ塾に来
てから危険物取締資格や車の免許も得た。今は、
整備士の資格取得に挑戦している。車が好きなの
でガソリンスタンドの仕事をしながら、それをめ
ざしている。
Ｔ塾に来てから、父や姉への怒りがいつのまに
か消えたと語る。
＊：（お父さんは）面会とかも来ない？
Ｃ：一回だけ来ました。なんか言いよったです。
30分間ひたすら。俺の未来について語ってま
した。
＊：Ｃの未来を考えてくれてた？
Ｃ：まあ、そんな感じです。
＊：それを聞いてどういう気持ちしてた？
Ｃ：……なんも。
＊：心が感じない？怒りもない？
Ｃ：怒りはあったっす。
＊：怒りはあった、まじめに働いてなんとかせえ
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みたいな話をしてた？
Ｃ：はい。
＊：ただただ怒りをこらえて聞いてた。お父さん
に怒りをぶつけたことは一度もない？
Ｃ：ないです。
＊：お姉ちゃんにも。
Ｃ：はい。
＊：相当たまってるでしょ。ここに。
Ｃ：たまってました。
＊：今は？
Ｃ：今はないです。
＊：いつ抜けた？
Ｃ：気が付いたら、抜けちょったです。
＊：どの時点で抜けた？ここに来てから？
Ｃ：はい、ここに来てからです。
＊：こっちに来てからよかったことってどんなこ
と？
Ｃ：まあ、うん、いろいろ自分の目標が達成でき
てるんで。
Ｃにとって、Ｋさんはどういう存在なのかを聞
いてみた。
Ｃ：まあ、俺がこの先どうしていこうとかいろい
ろアドバイスしてくれるんで、俺にとって、
相談相手の一人です。
後にスタッフの話では、嫌なことがあると家出
（放浪）してしまう癖は、Ｔ塾に来てからも一度
あったが、数日するとメールの返信があり、気持
ちが落ち着くと帰ってきたという。Ｃにとって、
Ｔ塾が、かつてのように「逃げ」る場所ではな
く、戻ってくる場所になっていたに違いない。
Ｄは、中３の頃から荒れ始めたということなの
で、中学校での授業はほぼ受けている。私立の高
校をやめた後は、Ｔ塾に来てから近くの通信制高
校に編入している。アルバイトをしながら、勉強
しているが、勉強は苦手で難しいと語る。
＊：高校の通信っていうのは、どの程度忙しいっ
ていうか、勉強時間あるの？
Ｄ：レポートとかもあるきー、そこまでとりよら
んっすね。勉強の時間は。
＊＊：１週間分の勉強を自分でしなさいってこと
なんだよね？通信制って。
Ｄ：日にちが決まっちょるんっすよ。出す。それ
までに、しとって、みたいな。
＊：結構、じゃあ忙しくない？
Ｄ：まあ、たまったら忙しいっす。
＊＊：一番何の教科が苦手？
Ｄ：一番っすか？
Ｄ：苦手なのは、やっぱり全部っすね。
＊：わからんとき、どうしてる？レポート。
Ｄ：塾生の人に聞きよーっす。
Ｄは、ここに来てから、自分のした行為を冷静
に振り返り、我慢する力がついたと語る。それは
一人で、ずっと考えて気づいたのだと言う。ま
た、Ｔ塾の仲間や先輩たちを見ていて気づいたと
語る。
Ｄ：ここきてから、４ヶ月か５ヶ月くらい経った
ときっすね。その間に考えよったんすよ。
ずーっと。
Ｄ：それは、やっぱり、ここの生活って、その自
分で、できることはしていくやないですか？
＊：みんなが？
Ｄ：はい。そういう厳しさもあって、自分のため
になって、自分の気持ちも強くなったんす
よ。
＊＊：気持ちって言うのは？
Ｄ：その、考え方とか、我慢できるとか。
Ｄ：この施設おる塾生っすね、みんなちゃんと頑
張りよって、それ見よったら、はい。
＊：塾生のみんなのがんばり？
Ｄ：はい。
＊＊：どういうところで頑張ってるなって思う？
塾生見ててさ。
Ｄ：やっぱ仕事とかちゃんとして、お金も自分で
稼いで、将来の事もちゃんと考えようし。す
ごいな思いよったっすね。きたときは。
＊：たとえば今までの野球部の関係とか、中３以
降のその遊び仲間との関係とかとも、ここの
塾生との関係って違う？
Ｄ：また違うっすね。一緒に暮らしとうき、また
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その関係とかも。
＊：どう違う？
Ｄ：どう違うっすか。毎日いっしょにおるきー、
ようわからんすけど、やっぱ違うっす。
将来についてはまだ考える歳でもないが、母親
への借金を返したいと語るＤである。
Ｄ：はい。将来の事はまだわからんっす。
＊：家帰ってからどうしようかっていうのは、あ
る程度は？
Ｄ：もう、はい。仕事して、ちゃんとお金も返し
ていこうって思うっすね。
＊：返していくっていうのは、お母さんに？
Ｄ：はい。私立高校に行きよったときに、結構金
かかるんっすよ。私立やきー。
Ｅは、中学校以来、実母や親戚の家を転々と
し、少年院に２回行っているため、中学校はほと
んど行っていない。にもかかわらず、Ｅの部屋に
入って驚いたのは、本の多さである。参考書類
や、流行のケータイ小説など、文字ばかりの本が
10冊以上はある。市民図書館から借りているもの
もあり、本を読むのは好きだと言う。また、国語
より数学が得意だと語り、高校卒業認定試験も受
験中である。Ｅにとっても、このような学力は少
年院での体験が大きい。
少年院では資格まではとっていないが、ワープ
ロもそろばんも３級程度にはできると言う。
勉強面で、日常の中で困ることはないかと問う
た。
＊：中学校とかで勉強しなかったから困ったこと
とかある？
Ｅ：自分、小学校に戻りたいです。
＊＊：なんで？
Ｅ：中学校でもいいですけど。なんか、今になっ
て後悔してますもんね。後悔っていうか、後
悔ではないけど、なんか。ちょっとまともな
人生もうちょっと生きとけばよかったかなぁ
とも思います。
＊：どんなときにそう思うの？
Ｅ：えーっ？どんなときに？みんなが大学に行き
ようときですかねぇ。
Ｅにとって、リテラシーに関わって日常生活に
困難を感じているというよりは、中卒であるとい
うことに負い目を感じているようであった。
しかし、Ｅにインタビューしていて感じたこと
は、コミュニケーション能力の高さである。常に
笑顔を絶やさず、相手の表情に敏感で、飲み物や
菓子類を出す気遣いを見せながら、多弁に語る。
質問のひとつひとつに合う言葉を探しながら、し
かもかなりのスピードでしゃべる。その分、話は
あちこちに飛ぶが、自分の答えたくないことは、
うまくかわす能力もある。
Ｅのこのようなコミュニケーションの力は、す
ぐに友達や恋人を作る力にはなるが、長続きしな
いようでもある。
＊＊：友だちは学校にいた、いなかったの？
Ｅ：あ、いました。遊んでましたね、行ったら。
中学校の下にすぐマックがあるんですよ。よ
う、マックにたまってましたね。
＊＊：女の子？友だち？
Ｅ：女です。でも自分いっつもいっしょにおった
子は、隣の町の子なんですよ、女の子。
＊＊：中学校違う？
Ｅ：違います。その子と毎日。その子とようから
みよったけぇ。
＊：基本、単独で気の合う子と２人ぐらいでいっ
しょに行動することが多いの？
Ｅ：とかです。集団で遊ぶときは、もうめちゃ、
集まりますもんね。20人とか30人とか。
＊＊：その子は今何してるの？
Ｅ：いや、わからんです。
Ｅは、まだ将来の進路がみつからないと言う。
高校卒業認定試験もあと３科目というところで、
苦戦しているが、バイクの運転免許を取りたいと
も言う。介護の資格も取るかどうか迷っている
が、ともかく毎日、バイトに休まず行きながら将
来自立できるように励んでいる。
Ｋさんへの信頼は高い。
Ｅ：なんか、わかります？なんか、社会一般の人
と、Ｋさんに話すのと全然違います。
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＊：違う？
Ｅ：こうやって今話しとるじゃないですか、と
か、自分のことわかろうとして、聞いてくれ
よる人よりも、はるかに伝わるみたいな。一
言でも。
＊：他の人は、どんな感じなの、大人の人は。
Ｅ：なんか、
＊：Ｋさんじゃない大人の人のイメージっていう
のは。
Ｅ：いやなんか、一所懸命考えてしてくれとるん
やろうなっていうのは、わかるけど、うわべ
だけっぽく見えるっていうか。
＊：うわべだけっぽく見えるか。なるほど、あっ
わかる（笑）
Ｅ：絶対に……なんか、でも現実的にはこうよ、
みたいな感じの。わかります？結果的に。わ
かります？
＊＊：ああー、ああ、ああ。
Ｅ：みんな、なんていうんですかね、自分の目線
じゃないんですよ、絶対に。
＊＊：自分の目線っていうか、あのー
Ｅ：自分ってか、自分の、
＊＊：大人の目線？ってこと。
Ｅ：そうです。大人の目線っていうか、常識的な
考えになってしまうんですよ、どれも。けど
Ｋさんは……なんつぅんですかね、常識的や
けど、常識的になっとるけど、理屈っていう
か、なんですかね、やっぱり自分の気持ちが
わかるんやないっちゃ。たぶん、Ｋさんのほ
うが、自分よりも悪いことしてきとうやない
ですか。だけぇ、その気持ちがわかった上で
話してくれるんですよ。だけん、安心するみ
たいな。
Ｅ：そういう年少（少年院）の先生たちも、めっ
ちゃよくしてくれてるんですよ、いろいろ話
聞いてくれたり。けど、なんか仕事としてっ
ていうか、たぶん仕事以上な気持ちはあるの
はわかるんですよ。めちゃ仕事以外でも、自
分のことでいろいろ動いてくれたり。
＊＊：親身になってくれても。
Ｅ：そうです。でも、たどり着くとこは、更生す
るためにはどういうふうな接し方をしたらい
いかみたいな感じの、になるやないですか。
相談とかも、けっこうしてたんですよ、自
分。けっこう信頼、担任の先生は信頼しとっ
たけー。で、よくしてくれよったけー、け
どぉ、どんだけ話してもなんか、例えば、す
ぐ伝わるって言ったやないですか、Ｋさんに
は。（他のおとなは）めっちゃ時間かかるん
ですよ、わからない人には、伝えるのに。ほ
んとに、何ヶ月も何ヶ月もかかって、やっと
自分の気持ちが伝わったみたいな。でも、Ｋ
さんは伝えたらすぐ伝わるみたいな。それが
大きな違いっていうか。わかりますかね？
……だって理解できないことを言われてもわ
からんやないですか。
Ｋさんは、上から目線で更生させようという関
わりでなく、同じ体験をして一瞬で通じ合えるも
のがある関係であると述べている。そして、興味
深いことに、このＫさんは父親に似ていると言
い、父親への愛情の転移ともとれるほどに慕って
いる。Ｋさんの下で安心している様子がうかがえ
る。
このように、彼らの学力の獲得は小学校時で
いったん停止するが、少年院等の諸施設に行った
子どもは、そこでの再教育によって失われたリテ
ラシーを取り戻す。そして、獲得したリテラシー
が機能的に生活の中に定着するのは、Ｔ塾での体
験を通してである。とりわけ、Ｔ塾で出会ったＫ
の存在が大きいのが見て取れる。彼らの語りに
は、Ｋが「他のおとなとは違う」存在であること
を強調している。
したがって、Ｔ塾という通過点を経て獲得した
機能的リテラシーの構成要素として、以下の４点
を抽出することができる。
①読み書き能力 ②自律的な生活の力
③将来設計力
④対人コミュニケーション能力
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３．リテラシーの実態と考察
では、リテラシーの４つの要素とその相互関係
を見ることによって、社会的自立に必要なリテラ
シーの内実を考察していく。
①読み書き能力
先述したように、彼らの読み書き能力は、少年
院に行ったかどうかで、ずいぶん相違が出てい
る。基本的な読み書き能力は少年院で学んだ子ど
ものほうが高い力を獲得している。それは、彼ら
自身の語りからも読み取れるが、少年院出所後の
保護観察の規定により課せられている毎日の日記
によって明らかであった。１日２〜３行程度の文
章ではあるが、それを見る限り、ほぼすべての子
どもが几帳面な文字で漢字を使い、正確な文章を
書いている。その都度辞書を使うことなく、自ら
の力で書きこなしているという。計算能力やワー
プロ等も同様である程度身についている。高校卒
業認定試験は、合格もしくは受験中である。以上
のことから、生活または就業に必要な基本的なリ
テラシーは、少年院で身に付けていることが十分
うかがえる。
ただ、パソコンに関しては、日常において使う
頻度があまりない。それが必要とされる職種に就
いていない。彼らのバイト先や正社員として目標
としている職種は肉体労働が多く、実感として、
それができなくても不便さを感じてはいない。趣
味でネット検索をしたりメールをする限りにおい
ては使うスキルはほとんどの子が持っている。
しかし、全員が少年院で学んだ経験があるわけ
ではないので、全体的に学力実態には厳しいもの
があるとスタッフは言う。なかには、５＋７のよ
うな繰り上がりの計算のできない子、入学願書が
書けない子もいるので、そのサポートが必要だと
言う。
年齢の低い子どもは、現在、通信制高校で学ん
でいる。バイトで追われる毎日の中、テキストを
読みレポート課題をこなし、週一回の授業を受け
るというに生活は厳しい。わからないときには、
塾内の先輩やボランティアの大学生や教員に助け
られながら勉学を続けている。しかし、Ｔ塾にお
いては、バイトの時間もさまざまで、学習支援が
定期的に位置づけられているわけではないため、
本人の高いモチベーションを維持することが求め
られる。
そのモチベーションになっているのが、「整備
士になりたい」「正社員になりたい」「就職のため
に高校卒業認定資格が必要」といった各々の強い
動機づけである。
②自律的な生活の力
Ａが語るように「（少年院より）こっちのほう
が自分との闘いという面ではきつい」。なぜなら、
少年院では起床から就寝まで生活時間が決められ
ており、外出は許されない。それに比して、Ｔ塾
では、生活は自己管理に任されている。バイトに
行くかどうか、どこに行くか、何時に起きるか、
すべて自分で決める。働きたくない気持ちや、遊
びの誘惑に負けないで、無駄遣いせずお金をため
なければ、ここを出て自立することはできない。
カラオケに行きたい、バイクに乗りたい等々の欲
求を退けて、自らを律しなければならないのであ
る。
しかし、彼らが自らを律することができるの
は、スタッフが厳しいからだけではない。Ｔ塾で
は、一人一人に合わせて規律のネジを調整すると
いう教育手法により、効果を上げている。自分を
律する力がつけば、逆に規律はしだいに緩めら
れ、他者からの信頼を勝ち得るという結果にな
り、自立の自信もつく。
③将来設計力
インタビュー対象者がほとんど未成年であるた
め、まだ進路を決めかねている子もいるが、Ｂや
Ｃのように明確に自分の将来の目標と仕事を決め
て「自立」を果たし、Ｔ塾から巣立っていく子が
いる。まだ、迷っている子どもたちも、真剣に将
来を考えている様子がインタビューから読み取れ
た。
Ｔ塾から巣立ち「自立」を果たした先輩たち、
それを目前にがんばる先輩たちの存在は大きい。
また、Ｋをはじめ他のスタッフがかつては自分た
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ちと同様の体験をしていることを知っているの
で、そんなスタッフや先輩の姿がロールモデルと
なり、自分の将来像を描く設計力を身に付けてい
くのだろう。
また、彼らは、自分が何をしたいかを見つける
まで、ずっと自分を見守り、待ってくれるおとな
と出会うことにより、自分にとっての小さな成功
体験を積み上げ、それが将来の設計力を思い描く
力となるのだと思われる。
そのためには、「逃げ」「遊び」の生活スタイル
と決別し、自律的な生活を送ることの必要性に気
づくのだろう。
④対人コミュニケーション能力
彼らに欠けているもので、一番つけてほしい力
は何かと、スタッフに尋ねると、一様に「人との
関係を作ること」と答える。自身も若い時に荒れ
ていたがＫの考え方に惹かれスタッフとなったと
言うＬは、塾生に対して次のように語る。「なん
かあったときのかわし方とか、断わり方とかを知
らない。一方で、人を裏切る。その場しのぎで謝
る。そういうのは世間では通じない。」「来たばっ
かりの頃と違って半年、一年とたつうちに、変わ
るさまを見ると嬉しい。心の中で欠けているもの
が埋まってくるような、自分でそれに気づいて成
長していくようだ」。
同じくスタッフでありＫのパートナーであるＭ
も、一番大切なことは、「人に対しての心。ここ
の子たちは、平気で人を裏切る、うそをつく等を
繰り返す。学力もあるに越したことはないが、そ
れよりも、社会は、人と人とのつながりで成り
立っている。人間関係で信頼されることが大事。
自分がやばくなったら、仲間も裏切る、自分に関
係ない子の名前を出したりもすることではだめ。
裏切られるのがこわいから、相手を信用しないさ
れないほうが、楽なんじゃないかと思ってしま
う。結果、自分がされていやなことを人に対して
してしまう」と語る。
しかし、他者をも自分をも信頼できなかった彼
らが、私たちのインタビューに対して、どれだけ
心を開いて応えてくれたかは、言うに及ばない。
まさに「欠けているものが埋まってくる」が如
く、コミュニケーション能力を獲得したといえよ
う。たとえば、Ｃは溜まっていた澱のような怒り
がＴ塾に来てから、すっと抜けていったと語っ
た。ふらりといなくなっても、必ずＴ塾に戻って
きたという彼は、心の中で求めていた居場所をよ
うやくみつけたのだろう。
Ｄもまた、母親に自分のモヤモヤをぶつけて家
庭内暴力にまで及んでいたが、今では、迷惑をか
けた母に借金を返したいと語る。
Ｔ塾での生活によって、人に信頼される体験を
した彼らは、確かに顔つきが柔らかくなる。自ら
の傷つき体験を調査者である私たちの前で語って
くれるまでに自己回復しているのだ。
ここでいう対人コミュニケーション能力とは、
トレーニングだけで身につくスキルではない。自
己信頼と他者信頼に裏打ちされたものであり、人
間としての尊厳を取り戻す教育的営みの中で培わ
れるものである。
４．まとめと今後の課題
本稿では、子どもたち自身の「語り」を中心に
リテラシーの実態について考察した。結果、読み
書き能力やコミュニケーション能力はリテラシー
松 下 一 世42
将来設計力
対人コミュニケーション能力
人間としての尊厳を取り戻す教育的営み
社　会　的　自　立
自律的な生活の力 読み書き能力
の主要なものであっても、単独では身につかない
ものであることが明らかになった。自律的な生活
の力や将来設計力と相互に関連する中で「自立」
に必要なリテラシーとして機能していく。
それを成功させているのは、Ｔ塾での支援であ
り、エンパワメントアプローチのひとつと言えよ
う。
子どもたちは、Ｔ塾のＫおよびスタッフとの出
会いの中で変容を遂げている。だが、現実には、
Ｔ塾のような居場所をみつけることができず、支
援の手を差し伸べられることもなく、おとなに
なっていく子どもも多いだろう５。
こうした教育的営みを他の支援にも広げていく
ためには、Ｔ塾での支援のあり方にもう少し注目
する必要がある。彼らの「語り」から照射される
教育的営みは多くを示唆している。次稿では、支
援する側の語りからその内実を明らかにしていき
たい。
１ ここでいう社会的自立とは、職業的自立、家庭的自立
を指している。
２ 本調査は、部落解放人権研究所の「若年者の生活・リ
テラシー調査研究会」として2011年度より共同調査とし
て発足、2013年度から「社会的困難を有する若年者のリ
テラシー実態とその支援に関する実証的研究」（岩槻知
也代表）として、科研費助成を受けている。
３ Ｔ塾は、2002年の暴走族解散からボランティア団体の
結成を起源に2005年に設立。保護者や青少年の相談や自
立を支援し、2008年から NPO 法人へ移行。2009年から
は法務大臣より更生保護法に基づく継続保護事業経営の
認可を受けている。理事長であるＫは、教育相談や講演
活動を全国各地で行っている。施設の入所者も全国各地
から来ており、常時10〜20人はいる。
４ リテラシー概念の広がりは、社会的自立をどうとらえ
るかということとも密接に関連しており、たとえば本田
（2004）は、「自立」に必要な指標として「家事スキル」、
「テクニカル・スキル」、「メンタル・スキル」という３
つの側面に注目した。批判的リテラシーの立場では、批
判的思考力や社会参画の行動を指標としており、多義で
ある。本調査においても、結婚や地域参加、人間関係、
多面的な側面から質問した。
５ 支援団体も近年増えてはいる。入所施設ではなくと
も、様々な公的・民間機関が、非行・不登校の子ども・
若者たちのための居場所づくりを行っている。NPOに
よる不登校の子どもたちのフリースペースをはじめ、自
主夜間中学校、内閣府による「子ども・若者ビジョン」
に基づいた様々な支援事業もある。警察による非行や不
登校などで悩みを抱える少年たちが心を開ける場所づく
り活動もある。今後は調査対象を広げる予定である。
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